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 [授業の概要・目的]
46億年の地球の歴史の中で、 38億年前に出現した初期の単純な生命から我々人類を含む多様な生物
が進化した。生物がどのように多様化し、他種の生物がどのように関わりを持ちながら生きている
かについて解説する。担当教員の専門を活かして、専門分野への導入を含めながら、高校で生物学
を履修していなかった学生でも理解できるような分かりやすい授業を行う。

 [到達目標]
個体・集団を主に扱う専門的な生物学の基礎的な知識を習得する。地球上のさまざまな環境条件に
おける生物の生存戦略とその進化、多様な生物種が共存するメカニズムに関する基礎的事項を理解
する。

 [授業計画と内容]
各クラスの担当教員は初回授業にて説明する。
以下の主題について、フィードバックを含め全15回で、それぞれ２～５週の授業を行う予定である。
 ［］内は主な項目。
（１）	生物の系統進化
地球上の生命の起源と進化史の概要、生物の系統進化、多様化について解説する。また植物と動物
を中心に、分類体系についても最新の知見を紹介する。［生命の起源、原核生物、真核生物、細胞
内共生、陸上植物、コケ植物、シダ植物、維管束、種子植物、オピストコンタ、後生動物、海綿動
物、刺胞動物、左右相称動物、旧口動物、新口動物、らせん卵割動物、脱皮動物］
（２）	生物の生態と進化
生物の環境への適応について、遺伝の仕組みと自然選択（淘汰）による進化を基に解説する。その
上で、集団（個体群）、群集、生態系の構造、存在様式、機能について解説し、生物多様性に関す
る最新の知見について紹介する。［遺伝システム、進化の仕組み、自然選択、適応、生活史、個体
群動態、種間関係、生物群集、食物網、バイオーム、生態系機能、生物多様性］
（３）	動物の行動
時間的空間的に変異する環境における、動物の多様な行動パターンと機能について、適応的な観点
から解説する。［適応度、性選択、血縁選択、利他行動、外温動物、防御行動、意思決定］
（４）	人類の特性と進化
ヒトを含む霊長類の生物学的特性を形態、行動、生態を中心に解説し、現生のヒトに至る人類の進
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化史について最新の知見を紹介する。［分類、分布、樹上適応、把握性、視覚、食性、大脳化、性
差、社会構造、直立二足性、犬歯の退縮、道具使用、分娩、現代人の拡散・遺伝的多様性］

 [履修要件]
スタート時点では高校レベルの生物学の知識は必須ではない。授業中必要になる知識については、
授業内で適宜補足する。また、必要に応じて自学自習も求める。

 [成績評価の方法・観点]
セメスター末に試験を実施して評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
戸部博・田村実 『新しい植物分類学I・II』（講談社）
日本生態学会 『生態学入門第２版』（東京化学同人）
ボイド・シルク 『ヒトはどのように進化してきたか』（ミネルヴァ書房）
サダヴァ他 『カラー図解アメリカ版大学生物学の教科書　第４巻進化生物学、第５巻生態学』（講
談社）
その他、授業中に紹介する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習・復習として生物学の一般的教科書や各専門分野の入門書等を読むことが望ましい。また、授
業内容や書籍の内容について、疑問点があれば、担当教員に質問すること。

 [その他（オフィスアワー等）]
「細胞と分子の基礎生物学」とともに受講することで、現代の生物学全体を概観できる。


